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標本番号　KPM-NP 4
標本名　国府津松田断層（曽我原トレンチ）  露頭剥ぎ
取り標本

大きさ（分割枚数）　横に 3枚
　右：幅 2.37 m,  高さ 1.75 m
　中：幅 2.18 m,  高さ 1.67 m
　左：幅 2.15 m,  高さ 1.76 m
重量　右 31.5 kg, 中 18.8 kg, 左 22.3 kg
形状、展示・収納状況　やや厚い絨毯状、1枚ずつ折
りたたみ大型移動棚に収蔵

採集地　神奈川県小田原市曽我原
緯度・経度　N35º18'10'', E139º11'28''
標高　34 m
露頭の種別と現状　発掘調査トレンチ、消失
露頭面の向き、傾斜 　NNE-SSW, 約 90°
堆積物の種別　扇状地性堆積物等（陸成層）
年代　2550 ± 40 y.B.P.（H2，神奈川県 ,2003）
採集作業者　森山哲和（考古造形研究所）
採集立会い者　山下浩之、大島光春
採集日　2003年 6月 24日
関連文献等
　神奈川県（2003）平成 14年度地震関係基礎調査交

付金事業「神縄・国府津－松田断層帯に関する調
査」成果報告書．56p．

解説　標本は平成 14年度地震関係基礎調査交付金神
縄・国府津－松田断層帯に関する調査によって行わ
れた曽我原第 1トレンチの東側壁面の剥ぎ取りで、3
分割して保存されている。スケッチの凡例は同調査
報告書（神奈川県，2003）に従った。これによると
A層は耕作土直下のレキが混入する腐植質シルトで、
14C年代は 290 ± 40 y.B.P.（AD1490-1660）、18世紀
の古伊万里焼碗等が出土した。C層は腐植に富む砂
礫混じりのシルト層からなり、14C年代は最上部で
1230 ± 80 y.B.P.（AD650-990）、9世紀後半から 10世
紀の土師器、須恵器等が出土した。D層はスコリア
や砂礫混じりのシルト層で、最下部の 14C年代が
1950 ± 40 y.B.P.（BC40-AD130）であった。C-D層の
14C年代は 1430 ± 60 y.B.P.（AD580-660）、1490 ± 70 
y.B.P.（AD420-670）、1700 ± 90 y.B.P.（AD120-550）で、
C層より古く C層との間は逆断層（断層 Sの延長）
としている。なお、剥ぎ取り標本からは C,D,C-D層
の境界ははっきりとは認められなかったが、境界は
ほぼ水平と考えられている。E層は砂礫層、F層は
シルト質砂礫～砂質シルト層、G層は砂礫を多く含
む腐植質シルト層である。G層の 14C年代は 2370 ± 
40 y.B.P.（BC520-380）、2610 ± 70 y.B.P.（BC900-750、
BC700-540）であった。H層は砂礫を主体とし、レ
キ優勢の H1と砂優勢の H2に分かれる。H2の 14Ｃ
年代は 2550 ± 40 y.B.P.（BC800-750、BC700-540）で 図 Id-1-2. 剥ぎ取り標本の採集露頭．

あった。断層は断層 Nと断層 Sの 2条見られるが、
剥ぎ取り標本では断層 Nの上盤側に小さな正断層セ
ンスのすべり面が存在するように観察された。なお、
本トレンチでの調査より神奈川県（2003）は、国府津・
松田断層の最新活動時期は AD1100年～ AD1350年
頃とした。

記録者　笠間友博

図 Id-1-1. 採集地点（国土地理院発行の数値地図 50,000（地図
画像）「埼玉・東京・神奈川」を使用）．
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I. 神奈川県内　d. イベント記録堆積物
（１）国府津松田断層（曽我原トレンチ）  露頭剥ぎ取り標本
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図 Id-1-3. 剥ぎ取り標本の写真（上）とスケッチ（下 , 笠間原図）．
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